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（１）区の概況 
 

生野区は大阪市の東南部に位置し、東は東大阪市に、北は近畿日本鉄道を区

界に東成区に、西は JR環状線を区界に天王寺区に、南は国道 25号線および平

野川を区界に阿倍野区、東住吉区、平野区にそれぞれ接しています。面積は 8.38

平方 kmあり、区の南北に今里筋と内環状線、東西に勝山通が通っています。 

 

万葉の時代からの歴史や伝承が残されている 

土地で、区名の「生野」は、聖徳太子ゆかりの 

「生野長者」にちなんで付けられています。 

区役所東側には、定かではないものの大小橋 

命(おおおばせのみこと)の廟所(びょうしょ) 

とも伝承される御勝山古墳があり、慶長 19年 

(1614)の大坂冬の陣では、ここに徳川秀忠が 

布陣し、夏の陣で勝利したため、当時の地名 

「岡山」を「御勝山」と称するようになったと 

いわれています。 

  

だんじり・地蔵盆など地域伝統行事が大切に守られるなど、下町の良さを残

した人情味豊かなまちです。 

 

  

御勝山古墳 「つるのはし」の史跡 
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（２）区の特徴  
 

①グローバルなまち 

生野区民の 5人に 1人が外国人住民であり、国籍・地域は約 60にのぼります。 

また、外国⼈⼈⼝割合は、令和２年に実施された国勢調査では、都市部 No.1

でした。 

外国人住民のうち、8割近くが韓国・朝鮮籍の方ですが、近年ではベトナム、

ネパール、インドネシアなどの留学生や技能実習生が増加しています。さらに

日本最大規模の大阪コリアタウンには、年間約 200 万もの人々が訪れます。

このように国際色豊かな“グローバルなまち”と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大阪コリアタウンの街並み 

区内の外国人住民の国籍・地域別内訳 
(R４年３月末時点) 

総務省人口推計及び大阪市住民基本台帳人口から 大阪市住民基本台帳人口から 

外国人人口比率（Ｒ３年度） 
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②ものづくりのまち 

また、区内の製造業事業所数は、1,962 と大阪市内でもっとも多く（平成

28年度時点）、約１万 4千人の方が従事しています。さらに、オンリーワンの

高い技術力を有する事業者もあり、伝統工芸品から最新技術まで、日本の発展

を支えてきた“ものづくりのまち”と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③住民同士の助け合いがあるまち 

区内には、地域団体による活動やボランティアグループによる活動が活発で

あり、区内に事務所をかまえる NPO1の登録数は 50を超えており、“住民同士

の助け合いがあるまち”と言えます。  

 
1 Non-Profit Organization 又は Not-for-Profit Organization（非営利団体）の略。 

さまざまな社会貢献活動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを目的としない団体の総称。 

H24年（2012） H28年（2016）

産業分類 売上金額（百万円） 売上金額（百万円） シェア

製造業 231,696 400,242 53.0%

卸売業，小売業 73,019 196,138 26.0%

医療，福祉 21,007 59,068 7.8%

建設業 9,042 41,110 5.4%

生活関連サービス業，娯楽業 5,964 16,078 2.1%

トップ５合計 340,728 712,636 94.4%

全産業合計 357,703 754,814

 工業統計調査・経済センサスから 
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（３）生野区をとりまく情勢 
 

① 区の人口の推移と予測 
 

生野区の人口は、この 40 年間(1975 年～2015 年)において、一貫して

減少を続けている中、今後も減少傾向が続くと見込まれています。 

 

自然増減は、近年、死亡者数が

出生者を上回り、減少し続けてい

る一方で、社会増減は、平成 27

年（2015年）以降、転入者数が

転出者数を上回り、増加傾向に転

じています。ただし、社会増加に

比べ自然減少が多いため人口は

減少傾向が続いています。 

 

今後の人口予測では、令和 27年（2045年）にはおよそ 9.8万人にまで減

少することが見込まれており、平成 27年（2015年）の約 13.0万人と比較

して30年間の増減率は-24.1% と24区中 5番目の減少率となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

生野区の将来推計人口から 

 

 大阪市の推計人口年報から 
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② 年齢３区分別構成割合の推移と予測 
 

年齢３区分別(0～14 歳・15～64 歳・65 歳以上)の構成割合については、 

少子・高齢化による年少人口（0～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）の 

割合が減少することにより、65歳以上の高齢者人口の割合が増加し続け、 

令和 27年（2045年）には、大阪市全体で約 32.4%、生野区では約 40.9% 

が高齢者人口になることが見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

10 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」及び大阪市（生野区）の将来推計人口から 

生野区の将来推計人口から 
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また、令和 27年（2045年）時点の推計では、男女とも 0～4歳から 70 

歳代前半までの各階級で減少し、10 歳代後半から 40 歳代前半および 60

歳代後半は男女とも減少が著しいと予測されています。 

そのため、区民の年少人口の割合は 7.2%とかなり低く、24区中 23番目

と予測されています。同じく生産年齢人口の割合も 51.9%で、24区中 21番

目と予測される一方で、高齢者人口の割合は 40.9%と高く、24区中 3番目

と予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように少子高齢化・人口減少が進む中、公共が担う課題はますます複

雑で多岐にわたり、大阪市人口ビジョンでも「経済」「市民生活、医療・福祉」

「まちづくり」の各分野で次のように課題が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状の問題と課題認識だけでは、目の前の解決にとどまってしまい、この

先起こりうる問題、そして課題に対応できなくなることから、将来に起こり

うる問題・課題を見据えて、未来を意識しながら、まちづくりを考えていく

ことが大切です。 

大阪市人口ビジョンから 

生野の将来推計人口から 
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（４）生野区将来ビジョン 
 

生野区将来ビジョンとは、生野区という大阪市における行政区の長である区

長が、自律した自治体型の区政運営において、区民のみなさんとともに区内の

基礎自治行政を総合的に進めていくうえで、生野区のめざすべき将来像（ビジ

ョン）を示し、その将来像の実現のために、区役所として基本的な方針を定め、

そのための施策の方向性を体系立てたものです。 

ビジョンの実現に向けての施策を進めるにあたり、行政として限られた資源

（予算・人員・時間等）を使って最大限の効果をあげるため、区民のニーズを

的確に把握して施策を企画立案し（Plan）、施策を適正に実施し（Do）、実施状

況を把握・評価し（Check）、評価を踏まえて取組を効果的に見直す（Action）

という、いわゆるＰＤＣＡサイクルの考え方のもとで、具体的には毎年度策定

される区の運営方針等により、ビジョンの実現に向けて取り組んでいきます。 

 

 

（５）取組期間 
 

この将来ビジョンの取組期間は、令和５年度（2023 年度）から令和８年度

（2026年度）までの４年間とします。 

なお、取組期間中においても、社会経済情勢の変化や施策の進捗状況等を鑑み

て、必要に応じて内容を見直すことも可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報いくの 100号（平成 16年 10月号）記念企画で誕生しま
した。 
区の花「紫陽花（あじさい）」をモチーフにデザインされており、
愛称の「いくみん」は「生野区民」を表しています。 
かわいらしい紫陽花（あじさい）の妖精（ようせい）で、区内
のあちこちで活躍中です。 

生野区マスコットキャラクター いくみん 
® 


